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五
月
二
十
七
日
、
年
に
一
度
一
般
の
参
拝
者
を
沖
ノ
島
に
受

け
入
れ
る
沖
津
宮
現
地
大
祭
だ
が
、
う
ね
り
を
伴
っ
た
浪
高
三

討
に
及
ぶ
大
時
化
の
た
め
、
平
成
十
二
年
以
来
十
年
振
り
に
大

島
の
沖
津
宮
遥
拝
所
で
の
沖
津
宮
大
祭
斎
行
と
な
っ
た
。

前
日
の
二
十
六
日
、
全
国
各

地
か
ら
の
参
拝
者
約
二
四
〇

名
が
大
島
の
中
津
宮
に
参
集
、

午
後
六
時
か
ら
の
渡
島
安
全

祈
願
祭
に
参
列
さ
れ
、
翌
日
の

無
事
渡
島
を
祈
念
し
た
。
祭

典
後
、
高
向
宮
司
が
現
地
大
祭

に
際
し
て
の
挨
拶
を
行
い
、
各

班
こ
と
に
引
率
す
る
担
当
神

職
か
ら
の
説
明
、
諸
注
意
を
受

け
一
同
解
散
、
島
内
宿
泊
施
設

に
分
か
れ
静
か
に
夜
明
け
を

待
っ
た
。

当
日
は
雲
が
厚
く
広
が
り
、

二
宮
、
現
地
大
祭

S

大
時
化
の
た
め
、
／

大
島
・
沖
津
宮
遥
拝
所
に
て
斎
行
s

宗

員
〖
冑
[
[
[
[

七
割
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。
今
日
、
我
々
が

自
由
に
、
平
和
な
社
会
で
暮
ら
せ
る
の
も
、
先

の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
犠
牲
の
う
え
に
あ

る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
▼
最
近
、
迫
族
会

の
研
修
で
地
域
の
慰
霊
碑
巡
拝
を
辿
族
の
人

た
ち
に
同
行
し
、
慰
霊
塔
の
前
で
こ
奉
仕
さ

せ
て
頂
く
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
祖

国
を
思
い
な
が
ら
家
族
を
案
じ
つ
つ
戦
場
で

倒
れ
ら
れ
た
方
に
、
改
め
て
思
い
を
馳
せ
る

と
同
時
に
今
日
の
平
和
の
有
難
さ
を
痛
感
し

た
。
事
実
、
ま
だ
御
迫
族
の
英
霊
の
追
骨
が
家

に
帰
っ
て
な
く
、
家
の
仏
坦
や
お
墓
に
も
祀
ら

れ
て
な
い
家
族
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。
追

族
の
方
に
と
っ
て
心
の
拠
り
所
と
な
る
の
は
、

御
魂
が
祀
ら
れ
て
い
る
靖
国
神
社
で
あ
り
、

地
元
に
あ
る
戦
没
者
追
悼
施
設
で
あ
る
慰
霊

塔
な
の
で
あ
る
▼
最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
等

で
子
供
の
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
凶
悪
な
事
件

が
多
い
。
戦
後
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
日
本
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
の
人
に
と
っ
て
一

つ
し
か
な
い
大
切
な
命
を
国
の
た
め
、
家
族
の

為
に
尊
い
命
を
捧
げ
た
英
霊
に
対
し
申
し
訳

な
く
思
う
。
戦
場
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
の
内
外
に
於
い
て
戦

争
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
家
族
も
迫
族
で
あ

り
、
広
い
意
味
で
日
本
人
全
体
が
迫
族
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
▼
再
び
悲
惨
な
戦
争

を
繰
返
さ
な
い
よ
う
、
迫
族
を
出
さ
な
い
た

め
に
も
、
先
人
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
て
築
き

上
げ
た
こ
の
国
の
平
和
を
、
子
々
孫
々
ま
で

大
切
に
守
り
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
杉
）

7月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭

午前 10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭 (1 日）

午前 1 1 時～
総社祭
涌安舞奉奏 (1 日）
豊栄舞奉奏 (15 日）

27日午前9時～
第55回中津宮七夕揮憂会

於＝筑前大島中津宮

31 日午後5時～
六越の大祓神

大祓式於＝神門前
引き統き

夏越祭於＝本殿

装束店 〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具・装束授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 冷福岡店：尼隣唸開。王慧開1-12-10-40 I 

授与品店〒 601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

煉式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(0940)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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者にしりれいがノ 出お予化時
を乗大渡るう広島大たか定の折
募船島島方ねがが島゜ぜ通天雨
り予港をがりり目の '--り候も
さ、定に断続に視視裏 に午で落
らの帰念出高界出に 乗前ぁち
方港し、波も来達 船七って
に々し、船の開るす し時たく
もヵ‘た大長為けほる 大にがる

? ［爾塁口篇；：益｝］ 喜冒畔贋
度希の一にい、れは 港--,初大
大望船周よさ強間沖 をしの時

剛：国[i叩のさ部宮中 平安海祭沖につ浸島た
煮れの奉津 穏泰戦をノはたるをが

悶薩眉夏摩 嘉参を貴塁闊゜忍悶靡
身に、の る列顧門拝宮 ―こ酔

悶煮ょ同照 祝者み高し遥 麗とい
だ魚り翼海 詞をて向な拝 化がさ
、調賛殿 をは国宮が所 がでれ

······························································•······················································································· 

たそ三浪姿すた理るつな渡 こ、なく
のれ十高ま‘が古‘こたつ島全しがソ
でぞ八しtつる代力、とがた中国たら l

芸だ胄る庄、し竺閃ごも入犀虐忍゜神t
か思本天天で々沖：間のいこ、 人に
ろい海候気 がノ の沖う参 和—
うを海で晴目遥島なヵ津残拝 楽同
か馳戦あ朗にかをいで宮念の の舌
゜せ当つなし海行自は大な皆 一鼓
て日たれた上き然ど祭結様 時を
頂に明ど島よ来のうで果に を打
いと治ものりし摂すあとは 過ち

夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
と
な
っ
た
一
社
。
高
向
宮
司
が
本
殿
、
神
宝
館
等

六
月
三
日
午
後
三
時
、
鎮
国
寺
の
]
を
こ
案
内
し
た
。
特
に
今
上
陛
下

立
部
祐
道
住
職
の
案
内
で
、
清
水
]
か
皇
太
子
時
代
に
参
拝
さ
れ
た
際

寺
の
森
清
範
貫
主
ら
京
都
仏
教
ク
に
御
休
息
あ
そ
ば
さ
れ
た
儀
式
殿

1
'J
び
ん
で
ん

ラ
ブ
の
方
々
が
参
拝
さ
れ
、
北
部
i
門
の
「
御
便
殿
」
、
神
宝
館
内
の
阿

九
州
を
代
表
す
る
当
大
社
の
神
仏
｛
弥
陀
経
石
に
一
同
関
心
を
寄
せ
ら

習
合
時
代
の
姿
に
思
い
を
馳
せ
ら
一
れ
て
い
た
。

れ
た
。
―
一
行
は
二
日
市
温
泉
に
泊
ま

宗
像
三
女
神
を
本
地
仏
と
し
て
一
り
、
翌
日
太
宰
府
天
満
宮
、
光
明
禅

安
置
し
当
大
社
と
も
所
縁
深
い
鎮
i
寺
、
観
世
音
寺
、
戒
壇
院
、
都
府
楼

国
寺
だ
が
、
住
職
の
立
部
祐
道
氏
]
跡
‘
福
岡
市
博
物
館
な
ど
を
見
学

し
ぎ
ょ
う

は
京
都
・
仁
和
寺
の
執
行
長
兼
御
一
さ
れ
帰
京
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

む
ろ
し
ゅ
う
む

室
派
の
宗
務
総
長
と
し
て
、
長
年
一
京
都
仏
教
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
こ

仏
教
界
に
こ
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
i
健
勝
を
こ
こ
ろ
よ
り
御
祈
念
申
し

宗
像
の
同
寺
は
御
子
息
の
立
部
瑞
i
上
げ
ま
す
。

真
副
住
職
が
中
心
と
な
っ
て
寺
務

を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
。
し
か
し
今

年
五
月
、
仁
和
寺
に
お
け
る
役
職

の
任
期
満
了
に
伴
い
帰
福
す
る
こ

と
と
な
り
、
京
都
で
交
流
の
あ
っ

た
仏
教
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
こ
要
望

か
ら
、
一
行
を
福
岡
に
こ
案
内
さ

れ
る
運
び
と
な
っ
た
と
の
こ
と
。

当
日
は
昨
年
末
『
今
年
の
漢
字

「
新
」
』
を
揮
嘔
さ
れ
た
方
と
し
て

も
知
ら
れ
る
、
清
水
寺
の
森
貫
主

ら
京
都
周
辺
の
寺
院
の
様
々
な
宗

派
の
僧
侶
の
方
々
ら
八
名
が
来

か
ん
す

清
寺
繰
置
露
像
排
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言

0
年
祭
と
春
日
大
社
、
橿
原
め
に
な
り
、
地
域
の
活
性
化
・
住
み
―

一
舷
｀
汀
＿
＿
ば
[
[
[
[
胄

0
]
:t
i
]
]
]
日

五
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時
よ
長
、
高
向
宮
司
の
挨
拶
の
後
議
事
·
ま
た
三
期
九
年
の
長
き
に
わ
た
で
臨
む
こ
と
と
な
る
。

り
清
明
殿
で
宗
像
大
社
氏
子
会
総
に
入
っ
た
。
り
氏
子
会
長
を
お
務
め
い
た
だ
い
長
年
労
苦
を
賜
り
ま
し
た
安
部

代
総
会
が
開
催
さ
れ
、
安
部
会
長
前
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
、
本
た
安
部
照
生
氏
を
は
じ
め
、
六
名
前
会
長
を
は
じ
め
、
退
任
さ
れ
た

の
任
期
満
了
に
伴
い
置
鮎
玄
二
郎
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
を
は
が
退
任
、
三
名
が
留
任
と
な
り
新
役
員
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し

氏
（
福
津
市
津
屋
崎
）
が
新
会
長
に
じ
め
、
氏
子
会
費
取
り
纏
め
依
頼
、
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
こ
・

就
任
さ
れ
た
。
第
十
九
回
氏
子
会
研
修
旅
行
、
役
新
し
い
会
長
の
置
鮎
玄
二
郎
氏
健
勝
と
こ
多
幸
を
心
よ
り
御
祈
念

当
日
は
本
殿
で
正
式
参
拝
後
、
員
改
選
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
は
昭
和
十
年
北
九
州
市
の
御
出
申
し
上
げ
ま
す
。

清
明
殿
に
移
動
、
国
歌
斉
唱
、
神
宮
頂
き
全
て
承
認
さ
れ
た
。
身
。
高
校
卒
業
後
、
関
西
方
面
へ
就

並
皇
居
遥
拝
、
敬
神
生
活
の
綱
領
今
年
の
氏
子
会
旅
行
は
七
月
五
職
さ
れ
四
十
二
歳
の
時
に
帰
福
さ
一
ロ
ロ
ロ

m
m
B
a
m
~

＿

を
唱
和
し
、
氏
子
会
安
部
照
生
会
i
ー
七
日
の
日
程
で
「
平
城
遷
都
一
．
れ
津
屋
崎
へ
。
定
年
退
職
さ
れ
現

]
在
は
津
屋
崎
区
区
長
会
会
長
、
津
]
五
月
三
十
日
に
は
＇
ー
ー
会
長
を
務
め
ら
れ

コ
屋
崎
郷
づ
く
り
協
議
会
副
会
長
、
福
津
市
の
東
福
間
地
C
5
>ー1 .. 
ょ
た
大
嶋
和
敏
氏
が

虹
津
屋
崎
小
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区
の
氏
子
会
総
会
／
ー
，
ゴ
·
]
退
任
さ
れ
、
新
た
に

置
iの
ス
ク
ー
ル
）
推
進
委
員
、
「
宗
像
・
沖
が
、
同
地
区
「
老
人
憩
·
厄
i
t
"
一
占
部
豊
賓
氏
が
就

会
．
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
世
界
遺
産
い
の
家
」
で
開
催
さ
礼
＼
一
任
さ
れ
る
な
ど
役

誰
進
会
議
委
員
等
の
要
職
を
お
務
れ
、
神
職
二
名
が
出
←
＿

1

刈

8

員
改
選
も
あ
わ
せ

向
し
今
年
度
よ
り
当
一

r
,

t
i
r

i
て
報
告
さ
れ
た
。

・
大
社
氏
子
会
評
議
員
一
ー
・
＂
同
地
区
は
他

と
な
ら
れ
た
五
名
の
一
．
市
・
県
か
ら
の
居
住一

．
方
々
に
委
嘱
状
を
お
．
I
i

r
‘
•

一
者
の
多
い
団
地
を

二
渡
し
し
た
。
含
ん
で
い
る
が
、
敬

一
総
会
で
は
前
年
度
の
決
算
報
．
神
の
念
篤
く
昭
和
六
十
二
年
に
氏

年
口
、
今
年
度
の
予
算
審
議
が
行
わ
]
す
会
を
発
足
さ
せ
地
域
を
あ
げ

れ
、
続
い
て
氏
子
会
費
と
献
米
取
て
、
神
郡
宗
像
の
氏
子
と
し
て
の

一
り
纏
め
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
一
誇
り
を
有
し
て
い
る
。
同
地
区
の

．
益
々
の
こ
発
展
を
心
よ
り
御
祈
念

~
ま
た
長
年
東
福
間
地
区
の
氏
子
申
し
上
げ
ま
す
。
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三
月
の
責
任
役
員
会
で
建
設
の
一
―
三
三
、
六
二
平
方

承
認
を
受
け
、
年
内
の
竣
工
を
目
一
討
、
木
造
平
屋
作
り

指
す
表
参
道
ト
イ
レ
の
地
鎮
祭
が
]
で
景
観
を
損
な
わ

六
月
一
日
、
高
向
宮
司
、
施
行
に
あ
：
な
い
様
、
純
和
風
作

た
る
弘
江
組
社
長
中
野
順
氏
、
河
一
り
で
、
女
子
ト
イ
レ

上
信
行
設
計
事
務
所
代
表
の
河
上
：
は
八
基
で
従
来
の

信
行
氏
ら
工
事
関
係
者
参
列
の
も
·
二
倍
の
数
に
し
、
パ

と
、
建
設
工
事
の
安
全
が
祈
念
さ
：
ワ
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー

れ
た
。
；
を
設
け
て
化
粧
等

ト
イ
レ
の
概
要
は
、
延
床
面
積
：
も
行
え
る
よ
う
に

し
、
さ
ら
に
多

旦
り

｀
日
い
戸
[
\
：
い
る
。
！
混
雑
]
し
い
る
第
一
鳥
居
ー
祈
願

[
•
i
•
•
ま
た
長
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
[
竪
暴
小
道
ま
で
の
表
参
道
を
ヽ
現

芸
こ
ス
を
考
え
配
管
は
埋
設
で
は
i
在
の
五
討
幅
か
ら
約
三
倍
の
十
五

玉
”
[

ぞ
．
な
く
空
中
配
管
に
す
る
こ
と□
い
ま
で
拡
幅
す
る
工
事
も
今
後
併

7
1
1
に
よ
り
配
管
ト
ラ
ブ
ル
を
最
一
せ
て
行
い
、
参
拝
者
の
混
雑
を
軽

j
嘲
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
]
滅
す
る
計
画
で
あ
る
。

4
し
丙
装
も
ボ
ー
ド
材
を
多
く
一
工
事
期
間
中
は
こ
参
拝
者
の
皆

二
使
用
し
、
極
力
各
機
器
を
交
換
―
様
に
大
変
こ
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

：
し
や
す
い
仕
様
に
し
て
い
る
i
す
が
、
こ
理
解
と
こ
協
力
の
程
、
宜

の
が
特
徴
と
言
え
る
。
一
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、

ま
た
平
素
は
問
題
な
い
が
‘
]
岐
工
予
定
は
十
二
月
二
十
日
で
、

露
天
が
参
道
脇
に
多
く
出
店
一
進
捗
状
況
は
今
後
も
紙
面
で
お
伝

す
る
秋
祭
り
や
正
月
に
大
変
―
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

表
参
道
ト
イ
レ
改
修
工
事

地
鎮
祭

「完成予想図」

子
青
年

五
月
二
十
一
日
清
明
殿
で
宗
像
一
で
特
別
講
演
を
頂
い
た
。

大
社
氏
子
青
年
会
定
例
総
会
（
会
一
欧
米
で
云
う
紳
士
・
淑
女
の
条

長
1
1
小
林
栄
二
氏
）
が
開
催
さ
れ
：
件
（
勇
気
・
教
養
・
社
会
奉
仕
）
を
例

た
。
一
に
日
本
の
現
状
と
比
較
し
、
心
を

当
日
は
会
員
・
賛
助
会
員
約
三
一
繋
ぐ
教
育
の
重
要
性
を
説
か
れ

十
名
出
席
の
も
と
、
戸
波
真
也
副
：
た
。
本
会
も
平
成
十
七
年
に
神
郡

会
長
の
開
会
の
辞
に
よ
り
総
会
が
二
宗
像
の
発
展
と
、
誇
り
あ
る
我
が

開
か
れ
た
。
・
国
の
伝
統
文
化
を
次
世
代
へ
伝
え

神
宮
並
皇
居
遥
拝
・
国
歌
斉
i
る
と
い
う
思
い
の
下
、
設
立
よ
り

唱
・
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
＼
ヽ
、
六
年
目
と
な
る
。
そ
の
実

言
[
£
i
疇
]
]
0

小
林
正
勝
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
一

L疇
一

な
さ
れ
一
同
承
認
。
引
き
続
き
平
一
ー
・

成
二
十
二
年
度
予
算
並
び
活
動
計
[

画
・
役
員
選
出
の
件
に
つ
い
て
も
[

速
や
か
に
承
認
さ
れ
た
。
一

予
定
の
議
事
は
滞
り
無
く
審
[


議
承
認
さ
れ
、
嶺
保
成
副
会
長
の
―

閉
会
の
辞
で
本
年
の
定
例
総
会
は
ー

閉
じ
ら
れ
た
。
一

一

総
会
後
に
は
、
北
九
州
市
立
大
·
-

学
名
誉
教
授
高
田
清
昭
氏
を
講
師
[

に
お
迎
え
し
、
演
題
「
日
本
の
心
」
一
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犬
葛
；
島
居
修
復
補
強
工
事

s

中
津
宮
、
沖
津
宮
遥
拝
所
、
末
社
天
満
宮
各
所
の
鳥
居
を
補
強s

行
い
作
業
に
入
っ
た
。
先
ず

中
津
宮
ニ
ノ
鳥
居
に
足
場

を
設
置
、
重
機
に
て
端
貫
を

五
月
十
七
ー
ニ
十
五
日
に
掛
け
i
市
の
石
工
業
者
・
國
松
石
材
仰
に
i
取
り
除
き
半
分
に
切
削
、
ス
テ
ン

て
、
中
津
宮
の
ニ
ノ
鳥
居
並
び
沖
・
調
査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
老
朽
一
レ
ス
ボ
ル
ト
に
て
固
定
し
再
設
置

津
宮
遥
拝
所
鳥
居
の
修
復
補
強
、
：
化
が
著
し
く
特
に
鳥
居
中
貫
柱
左
：
し
た
。
そ
れ
と
老
朽
化
が
危
惧
さ

末
社
鳥
居
の
解
体
工
事
が
行
わ
れ
こ
位
の
端
部
分
が
前
後
に
割
目
が
入
：
れ
て
い
た
末
社
大
歳
神
社
・
天
満

た
。
i
っ
て
お
り
、
い
つ
崩
落
し
て
も
お
●
宮
の
石
鳥
居
の
撤
去
も
同
時
作
業

中
津
宮
の
ニ
ノ
鳥
居
の
建
立
年
i
か
し
く
な
い
状
態
と
の
報
告
を
受
]
に
て
行
わ
れ
た
。

代
は
、
築
刻
が
長
年
の
風
化
に
よ
：
け
、
又
沖
津
宮
遥
拝
所
の
鳥
居
も
i
一
方
、
遥
拝
所
は
小
高
い
丘
に

り
確
認
で
き
ず
、
確
か
な
年
代
は
｛
昭
和
六
十
三
年
四
月
建
立
（
沖
西
．
位
置
す
る
為
重
機
は
入
れ
ら
れ

不
明
だ
が
、
推
定
で
江
戸
末
期
か
一
芳
雄
・
福
原
鶴
夫
・
沖
西
彰
・
沖
西
」
ず
、
工
事
は
主
に
手
作
業
で
行
わ

ら
明
治
初
期
と
見
ら
れ
、
石
材
は
i
治
夫
氏
奉
納
）
と
年
代
は
古
く
な
：
れ
た
。
先
ず
鳥
居
の
両
柱
亀
裂
部

津
屋
崎
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
0

i
い
が
、
大
島
の
北
側
に
位
置
し
玄
：
分
ま
で
解
体
し
、
各
柱
の
中
に
二

昨
年
十
月
一
日
の
夜
間
に
鳥
居
一
界
灘
の
海
風
が
強
く
、
更
に
平
成
：
本
ず
つ
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ル
ト
を
入

の
石
扁
額
が
崩
落
し
た
為
、
福
岡
i
十
七
年
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
に
i
れ
固
定
、
最
後
に
石
材
用
接
着
剤

H
よ
り
鳥
居
の
両
柱
に
亀
裂
が
~
に
て
補
強
を
施
し
た
。

ロ
生
じ
て
い
た
為
、
今
回
併
せ
i
工
事
は
最
終
点
検
を
二
十
五
日

H
て
修
復
補
強
工
事
の
施
工
と
．
に
行
い
、
二
十
七
日
の
沖
津
宮
現

な
っ
た
。
i
地
大
祭
前
に
無
事
終
了
し
た
。
尚
、

五
月
十
七
日
、
工
事
に
あ
一
遥
拝
所
鳥
居
の
修
復
工
事
は
、
昭

た
る
國
松
石
材
の
職
人
は
中
]
和
六
十
三
年
に
建
立
頂
き
ま
し
た

津
宮
で
安
全
祈
願
祭
を
執
り
．
方
々
の
御
親
族
に
あ
た
ら
れ
る
沖

西
敏
明
氏
、
沖

西
春
子
氏
、
福

原
護
氏
の
奉

納
に
て
施
工

さ
れ
ま
し
た

事
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ

ま
す
。

五
月
二
十
一
日
、
J
A

宗
像
が
一
に
漕
ぎ
着
け
る
事
が
出
来
た
神

地
域
色
豊
か
な
農
産
物
を
と
長
恩
感
謝
と
み
か
ん
の
豊
作
・
物
産

年
研
究
開
発
を
行
い
、
当
大
社
の
：
と
し
て
の
隆
昌
が
祈
念
さ
れ
た
。

三
女
神
か
ら
命
名
さ
れ
た
宗
像
一
現
時
点
で
は
ゆ
う
パ
ッ
ク
に

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
み
か
一
よ
る
カ
タ
ロ
グ
販
売
が
中
心
だ

ひ
め
の
か
み

ん
「
姫
神
」
の
御
奉
納
が
あ
り
、
関
一
そ
う
で
す
が
、
今
後
市
場
を
拡
げ

係
者
ら
参
列
の
、

9
，
；
ヽ
ー
神
郡
宗
像
の
新
た
な
特

下
農
事
安
全
と
産
品
と
な
る
べ
く
御
祈

隆
昌
が
祈
念
さ
一
[
`
念
申
し
上
げ
ま
す
。

―
·
疇
未
状
『

れ
た
。
―
ー

こ
の
「
姫
神
」
'
t
、
一
一

1

析
品
叫
ひ
め
の
か
み

L

は
宗
像
•
福
津
，
盆
各
悶
集
一

市
の
J
A
宗
像
'
—|
1

、
]
-

柑
橘
部
会
に
所
’

属
す
る
約
六
十

名
の
農
家
が
、
十
ニ
ー
六
月
の

間
生
産
に
あ
た
り
、
温
州
み
か

ん
、
は
れ
ぴ
め
、
れ
い
こ
う
、
は

る
み
、
デ
コ
ポ
ン
、
な
つ
み
の
各

種
よ
り
、
糖
度
や
外
観
等
の
一

定
埜
準
を
満
た
し
た
も
の
が

「
姫
神
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
冠
し

販
売
さ
れ
る
。

当
日
は
J

A
宗
像
柑
橘
部
会

部
会
長
の
的
場
義
人
氏
、
同
選

果
場
場
長
の
綱
脇
正
幸
氏
ら
関

係
者
が
来
社
さ
れ
、
無
事
出
荷

J

P
1
示
像
選
果
場

6
(
0
9
4
0
)
 

2
|
0
2
3
9
 

宗
像
み
か
ん
の
新
ブ
ラ
ン
ド

神
（
径
覧
拳
納
奉
告
祭
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ピ伍ざ五口丑受給:生］］食り］
香椎工業高一年

古賀 亮（河東中出身）

宗像大社での一番の思い出は、毎年恒例の秋のお祭

りです。

子供の頃は、両親に連れられてお参りし楽しかった

事を思い出します。今年は友達とー諸に自転車で行き

たいと思います。

次に、私の家族の事を話したいと思います。兄が一

人と弟が一人、妹が二人の五人兄弟七人家族です。家

の中は毎日ワイワイと声が絶えません。

兄を始め男三人は野球部に所属、妹二人のうち中学

二年になる妹は小学生の頃から続けているバレーボ

ールをし、それぞれスポーツに打ち込む毎日を送つて
います。一番下の妹はまだ保育園に通つてます。

父の仕事は電気工事です。何度かー諸に連れて行っ

てもらった事があります。仕事をしている姿は、家で

は見る事の出来ない姿ですので良い体験をさせても

らったと思ってます。

そこで私も電気工事士になりたいと思い、香椎工業

高校を受験する事に決めました。父のように免許をと

り、一流の電気工事士になりたいと思います。その為

に、三年間一生懸命勉学に励み、部活動も頑張り、有意

義な高校生活を送りたいと思います。

光陵高二年

赤間 彩加（津屋崎中出身）

私の宗像大社での思い出は、たくさんあります。津

屋崎に住んでいるので、宗像大社にはよく来ていま

す。毎年、正月には家族みんなでお参りをして、一年

の誓いは宗像大社でしています。お参りした後は、必

ずおもちを買ったりして、とても楽しいお正月です。
秋のお祭りも毎年来ては、綿菓子や金魚すくい、

くじなど家族みんなで楽しんみ車で帰宅するので

すが、その車の中でもワイワイ宗像大社での楽しか
ったことを、姉妹四人と、お父さん、お母さん、おじ

いちゃん、おばあちゃんと話しています。

しかし、私の家では家族みながそろうということ

が以前に比べて減つてきており残念で悲しいです。
けと宗像大社に来る時は、必ず家族みんなで行くよ

うにしているので、とても嬉しいし幸せです。宗像

大社は、私の家族をなんだか優しく見守つてくれて

いて、何かでひきつけてくれているような感じがし

ています。

今、両親はとても大変そうにしているので、少し

でもその忙しさがなくなって、また家族みんなそろ

って私の幸せだと感じる時間を、この宗像大社で過

ごせたらなぁと思つています。

小野小町 延宝ハ年

_.. 

黒田光之奉納

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
お

祭
り
は
、
大
祓
神
事
を
中
心
に
行
わ
れ
、
夏
季
に
流
行

す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
皆
様
方
の
心
身
の
罪
・
穣
を
人

形
に
託
し
て
祓
い
除
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
、
毎
日

を
無
事
に
過
こ
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
祈
り
を
込
め

た
神
事
で
こ
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
左
記
の
通
り
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
七
月
三
十
一
日
（
土
）
午
後
五
時
ー

お
お
は
ら
え
な
こ
し
さ
い

◆
大
祓
神
事
引
き
続
き
夏
越
祭
斎
行

桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、

宗
像
大
社
へ
奉
納
さ
れ
た

三
十
六
歌
仙
図
扁
額
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

和
歌
の
趣
、
大
和
絵
の
美
が
融
合
す
る
雅
の
世
界
。

ど
う
ぞ
こ
堪
能
下
さ
い
。

平成22年7月 15 日（木）～9月 6 日（月）

宗像大社神宝館 3 階展示室
◆大人・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 500円

◆大学・高校生…………… 300円

◆中・小学生・・・・・・・・・・·….... 200円

※ 15名以上は 1 名に付 100円引
.................................................................................................................................. 

※展示替え作業のため下記日程で開館状況を

変更します。どうぞご了承下さい。

■会期前：平成22年7月 14 日（水）

神宝館2階展示室のみ開館、拝観可。

■会期後：平成22年9月 7 日（火）、 8 日（水）

神宝館 1 階展示室のみ開館。拝観可。

■会期

■会場

■拝観料
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i
台
湾
・
高
雄
に
寄
港
後
、
南
洋
を
目
」
空
機
一
千
機
、
兵
力
十
万
人
に
の

こ
指
し
た
。
三
月
一
日
蘭
印
（
オ
ラ
ン
一
ぼ
っ
た
が
、
日
本
海
軍
は
こ
の
海

一
ダ
領
イ
ン
ド
、
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)
]
戦
で
空
母
四
隻
、
重
巡
一
、
航
空
機

―
ジ
ャ
ワ
島
に
日
本
軍
は
一
王
一
方
か
ら
~
三
二
二
機
、
精
鋭
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

：
上
陸
を
敢
行
し
、
バ
ン
ド
ン
に
向
．
を
含
む
戦
死
三

0
五
七
名
を
失
な

．
か
っ
て
進
撃
。
オ
ラ
ン
ダ
軍
は
九
う
大
敗
北
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
共

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
i
仮
も
真
珠
湾
に
殺
到
し
た
。
i
私
は
平
成
十
年
に
ハ
ワ
イ
・
オ
]
目
に
無
条
件
降
伏
、
八
日
間
で
蘭
に
制
海
権
も
失
な
い
以
後
の
作
戦

月
八
日
、
軍
全
体
が
緊
張
感
に
包
一
攻
撃
は
大
本
営
よ
り
日
本
全
土
]
ア
フ
島
の
真
珠
湾
を
訪
ね
た
。
湾
i
印
占
領
に
成
功
し
に
大
き
く
影
を
落
す
。

如
心
よ
“
‘

ま
れ
て
い
た
時
、
堺
氏
は
愛
知
に
ラ
ジ
オ
で
伝
え
ら
れ
、
奇
襲
攻
撃
．
内
に
は
日
本
軍
機
か
ら
攻
撃
を
受
：
た
。
堺
氏
は
占
領
t
f
、
ゞ
：
）
、
カ
グ
こ
の
海
戦
で
は
多
く
の

t

｢

t

/

1

 

県
・
豊
橋
市
で
太
平
洋
戦
争
を
知
の
大
戦
果
に
日
本
中
が
沸
き
あ
が
け
沈
没
し
た
戦
艦
「
ア
リ
ゾ
ナ
」
の
の
ジ
ャ
ワ
軍
政
の
『

C
4
f
イ
し
若
者
が
戦
死
し
、
澤
地
久
枝

バ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー

る
。
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
で
あ
る
。
っ
た
が
、
豊
橋
の
堺
氏
は
『
大
変
な
メ
モ
リ
ア
ル
（
記
念
館
）
を
見
学
し
仕
事
に
追
わ
れ
て
〗

]
A
-
9
は
「
蒼
海
よ
眠
れ
」
の
中
で

攻
撃
の
準
備
は
極
秘
裡
に
進
め
ら
．
事
に
な
っ
た
』
と
感
じ
た
と
い
う
。
．
た
。
艦
と
共
に
亡
く
な
っ
た
人
達
[
い
る
o

陸
軍
は
戦
口
は
足
戦
死
者
の
三

O
五
七
人
の

れ
、
十
一
月
二
十
二
日
連
合
艦
隊
[
は
今
も
こ
こ
に
眠
つ
]
碑
を
拡
大
し
東
南
了
人
ひ
と
り
を
調
査
し
た

え
と
ろ
ふ
~
一
，
し
t
'

機
動
部
隊
は
秘
か
に
南
千
島
択
捉
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
下
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
＝
三
・
『
｛
虜
｛
が
意
外
な
数
字
が
出
て
い

ひ
と
か
っ
ぶ

島
の
単
冠
湾
に
集
結
、
二
十
六
日
の
海
面
を
見
て
い
た
諸
島
ま
で
兵
を
進
、
る
。
な
ん
と
最
も
多
い
の
は

閲
疇
ば
:
]
]
『
]
畠□[
fl-
[
[
`
`

』
口
』
[

近
づ
い
て
い
た
。
艦
「
ミ
ズ
ー
リ
」
が
係
ハ
ワ
イ
で
攻
撃
で
き
な
か
っ
た
ア
名
、
十
六
歳
十
名
、
十
｛
一
、
．
『

i

-

山
本
五
十
六
司
令
長
官
は
、
広
留
さ
れ
て
い
た
。
戦
争
·
メ
リ
カ
空
母
を
捕
促
し
壊
滅
す
る
：
七
歳
が
五
十
九
名
、

島
湾
の
戦
艦
「
長
門
」
の
司
令
部
よ
初
期
の
沈
ん
だ
ま
ま
作
戦
を
行
う
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
十
八
歳
八
二
名
、
十
九
歳
が
二
十

り
連
合
艦
隊
に
「
ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
の
戦
艦
と
、
日
本
降
伏
戦
で
あ
る
。
六
月
五
日
か
ら
二
日
三
名
で
あ
っ
た
。
十
五
歳
の
少
年

ボ
レ
―
二
0
八
」
の
暗
号
を
発
信
。
．
の
調
印
が
行
わ
れ
、
戦
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
山
本
五
水
兵
の
死
に
は
胸
が
痛
む
。
と
こ

ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
沖
に
到
着
し
た
争
を
締
め
く
く
っ
た
十
六
司
令
長
官
ろ
が
堺
氏
も
徐
州
会
戦
に
十
九
歳

閏
叫
口
[
[
口

□
5』
]
]
べ
て
参
戦
し
て
い
る
。

ラ
・
ト
ラ
（
我
、
奇
襲
に
成
功
せ
り
)
」
]
は
完
全
武
装
で
広
島
]
戦
力
の
総
計
は

0

、 L
f
]ii 

(` 

~
ー

の
暗
号
で
、
第
二
次
攻
撃
隊
一
六
七
一
県
・
宇
品
港
を
出
港
‘
]
-
―
五

0
隻
、
航
一

（続）

公
＃

ハ
｀
·
ー
、

.
-
ｷ
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し
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し
一
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宗
像
市
田
久
井
上
光

右
肩
の
人
工
骨
を
気
に
し
つ
つ
リ
ハ
ビ
リ
終
わ
り
て
初
夏
を
清
し
む

疾
患
の
あ
と
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
や
す
ら
ぎ
、
こ
の
複
雑
な
心
境
を
表

ー
ず
に
は
下
句
は
「
リ
ハ
ビ
リ
を
終
へ
清
し
む
初
夏
を
」
の
表
現
が
好
ま
し
い
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

ひ
ぜ
ん
は
は

鉄
線
は
備
前
焼
が
似
合
ふ
と
言
ひ
ゐ
た
る
砒
に
供
へ
む
初
咲
き
の
白

渋
く
て
古
風
な
感
じ
の
備
前
焼
と
明
る
い
ク
レ
マ
チ
・
ス
が
似
合
ふ
と

口
°
れ
た
砒
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
作
者
、
お
の
ず
と
二
人
の
人
柄
が
判
る
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

神
門
の
茅
の
輪
の
緑
あ
ざ
や
け
し
に
ん
じ
ん
雲
の
去
り
し
大
社
に

※
に
ん
じ
ん
雲
は
テ
ー
パ
リ
ン
グ
ク
ラ
フ
ト
。
次
々
と
積
乱
雲
が
発
生
す
る
現
象

新
し
い
表
現
に
苦
心
す
る
作
者
ら
し
い
一
首
。
た
だ
神
門
、
茅
の
輪
、
大
社
と

一
ゃ
や
小
う
る
さ
く
折
角
の
に
ん
じ
ん
雲
の
印
象
が
う
す
れ
た
の
が
残
念
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

生
き
死
に
の
こ
と
に
な
る
な
り
追
言
書
き
わ
が
残
年
の
う
ち
の
い
ち
H

重
い
一
首
。
た
だ
二
句
切
れ
三
句
切
れ
と
リ
ズ
ム
が
小
刻
み
と
な

I
l
l
っ
て
い
る
の
で
二
句
は
「
こ
と
と
な
り
た
る
」
と
連
体
形
に
し
た
い
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

久
び
さ
に
逢
い
た
る
人
の
齢
老
い
て
昔
の
偉
丈
夫
い
ず
こ
に
行
き
し

若
い
時
に
心
寄
せ
た
人
だ
ろ
う
が
、
色
気
の
あ
る
歌
。
し
か
し
四
句
が
あ
れ
ば
「
人

一
は
、
わ
ず
ら
わ
し
い
の
で
二
句
三
句
は
「
逢
え
勘
詞
た
む
き
て
」
は
い
か
が
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

筆
太
に
大
社
と
墨
書
さ
れ
し
傘
列
な
し
す
す
む
春
雨
の
中

国
春
季
大
祭
の
折
の
一
首
か
、
一
、
二
句
に
作
者
の
た
し
か
な
目
が
感
じ
ら
れ
る
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

水
色
に
塗
ら
れ
し
道
を
歩
み
行
く
す
い
す
い
魚
の
気
分
に
な
り
て

国
私
も
一
度
は
歩
ん
で
見
た
い
道
。
四
句
は
「
い
つ
し
か
」
の
表
現
も
あ
る
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

水
滴
を
振
り
こ
ぼ
し
つ
つ
雨
後
の
風
杏
の
若
葉
を
ゆ
ら
し
て
ゆ
け
り

出
来
上
が
っ
た
歌
。
こ
の
中
か
ら
作
者
の
個
性
を
ど
う
出
す

I
i
i
か
、
佐
々
木
さ
ん
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う
。

`’• ’ 
n
八
七
回

必
閉
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
日
メ
切

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

庭
の
花
つ
ぎ
つ
ぎ
咲
き
て
季
を
告
ぐ
る
身
の
不
自
由
を
励
ま
す
こ
と
く

と
り
分
け
花
は
人
の
こ
こ
ろ
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
三
句
三
句
を
「
季
を
告

口
‘
不
自
由
な
身
を
励
ま
す
こ
と
く
」
と
三
句
切
れ
に
し
順
直
に
述
べ
た
い
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

真
向
ふ
に
海
を
見
渡
す
丞
福
寺
ぼ
た
ん
の
前
で
カ
メ
ラ
に
む
か
ふ

国
な
こ
や
か
な
ひ
と
と
き
。
四
句
は
「
ぼ
た
ん
と
共
に
」
の
表
現
も
あ
ろ
う
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

瓶
の
蓋
あ
か
ね
ば
夫
に
さ
し
出
し
て
栓
抜
き
頼
む
当
然
の
こ
と

一
聾
鱈
汀
言
疇
汀
詞
”
`
]
言
疇
認
』
゜
ム

福
岡
市
南
区
柏
原
加
野
シ
ノ
ブ

春
嵐
し
吹
き
納
ま
り
し
白
桃
の
花
弁
の
ゆ
く
え
匂
ひ
の
こ
れ
ど

散
っ
た
花
び
ら
を
惜
し
む
優
し
い
心
。
「
春
二
番
吹
き
納
ま
り
ぬ
白

口
伽
の
花
弁
は
い
づ
こ
匂
い
の
こ
れ
ど
」
と
二
句
切
れ
で
詠
い
た
い
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

襲
い
く
る
睡
魔
と
た
た
か
い
眠
ら
じ
と
講
話
の
さ
な
か
何
時
し
か
夢
路

ロ
襲
麟
□『
認
]
信
[
-
―
句
は
反
省
と
自
嘲
を
こ
め
て

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

名
に
高
き
黒
木
の
大
藤
六
百
年
の
苔
生
ゆ
根
っ
こ
を
し
み
じ
み
と
見
る

I
i
i
謬
」
の
の
履
麟
汀
饂
昇
鰐
鱈
止
三
謬
覧

[
O

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子
あ
た

時
な
ら
ぬ
寒
さ
に
ま
ど
は
ず
柿
若
葉
萌
黄
の
艶
の
日
こ
と
鮮
ら
し

国
今
年
の
異
常
な
季
節
の
推
移
が
素
直
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

七
＋
と
な
り
て
視
力
も
衰
へ
不
便
さ
ま
す
不
安
に
思
ふ
免
許
更
新

加
齢
す
る
こ
と
は
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
首
「
不
便
さ
ま
す
」
は

-
E
I
喜
汀
い
麟
皇
長
言
戸
口
着
』

i
 

貴
方
さ
ま
は
登
録
さ
れ
て
を
り
ま
せ
ん
友
の
電
話
は
冷
め
た
く
す
げ
な
し

外
に
出
る
こ
と
無
く
な
り
て
た
め
て
ゐ
る
五
百
円
砥
貨
ふ
え
る
こ
と
無
し

お
隣
は
越
し
て
ゆ
き
た
り
今
世
に
は
佐
藤
さ
ん
ち
の
灯
見
る
こ
と
は
無
し

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

散
り
際
の
桜
へ
タ
陽
沈
み
か
ね

や
す
と
も
し

い
ち
に
ち
の
寧
ら
ぎ
子
に
ゐ
て
春
灯

福
岡
県
が
県

」
内
の
希
少
な

動
植
物
保
全
の
た
め
、
平
成
十
三
年

に
発
行
し
た
「
福
岡
県
の
希
少
な
野

生
生
物
ー
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

二
0
0
1
-
-
-
-
-

」
。
そ
の
改
訂
版
の
次

年
度
発
行
を
目
指
し
調
査
が
開
始

さ
れ
、
六
月
ニ
ー
五
日
に
か
け
て
沖

ノ
島
で
も
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

▼
植
物
、
毘
虫
、
鳥
類
、
哺
乳
類
な

ど
各
分
野
の
専
門
家
十
三
人
が
、
沖

津
宮
周
辺
だ
け
で
な
く
、
道
な
き
島

内
を
隈
無
く
調
査
し
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
よ
う
で
す
（
詳
細
は
次
号

よ
り
「
沖
ノ
島
の
希
少
な
生
き
物
た

ち
」
と
し
て
連
載
予
定
）
▼
「
沖
ノ
島

と
関
連
遺
産
群
」
と
し
て
世
界
遺
産

登
録
運
動
の
中
心
的
な
存
在
の
沖

ノ
島
、
そ
の
特
異
な
歴
史
や
文
化
が

注
目
さ
れ
る
＿
方
、
一
度
も
斧
の
入

っ
て
い
な
い
島
の
原
生
林
は
「
沖
ノ

島
原
始
林
」
と
し
て
大
正
十
五
年
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

▼
前
回
の
調
査
か
ら
時
間
も
経
過

し
、
島
の
実
態
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
の
で
、
唯
＿
沖
ノ
島

に
勤
務
す
る
者
の
＿
員
と
し
て
、
島

内
の
希
少
生
物
の
把
握
は
も
と
よ

り
、
そ
れ
ら
生
物
の
お
か
れ
て
い
る

現
状
に
つ
い
て
も
関
心
を
寄
せ
て

い
ま
す
。
そ
の
沖
ノ
島
に
数
日
後
か

ら
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
す
。
（
塚
）

二
回
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